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北海道鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリにおける

タンチョウ雄個体（Ｔ－Ｏ２）のつがい形成について

脇里枝子’・富岡辰先２
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はじめに

北海道東部に生息するタンチョウGrusﾉﾋZpo"ensjsは，繁殖期に十勝から根室にかけて

の湿原や湖沼に分散して営巣し，冬期は主に釧路地方の阿寒町や鶴居村の給餌場周辺に集

まる．越冬後期の２～３月ころ家族群の分裂がはじまり，つがいの独立や繁殖地への移動

がおこる（正富1970,釜田1991)．

ツル類は一度つがいを形成すると，そのどちらかが死ぬまでつがい関係が継続すること

が，飼育下の諸例で確認されている（正富1970，吉井1976)．しかし，野生状態でタン

チョウの新しいつがいが，いつ，どのようにして形成されるのかは，今まで足環標識が行

なわれておらず個体識別がほとんど不可能だったため，よくわかっていない（正富1970，

松尾1990)．本研究では，特定個体間にどのような求愛行動がみられ，つがいが形成され

ていくのかを明らかにするため，鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリで，足環標識個体

(Ｔ-02)とそれに隣接する他個体の行動を調査した．本論文では，飛来および飛去時にお

ける同伴集団（比翼群）の個体数の変化，足環標識個体と特定個体との距離変化，繁殖行

動（鳴きあい，ダンス，交尾など）の有無について述べ，それらを通してつがい形成がど

のように行なわれるかについて報告する．

調査地と調査方法

１．調査地

調査地の鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリは，釧路湿原の北部に位置する．阿寒町

の阿寒給餌場と鶴居村の下雪裡給餌場に並ぶ３大給餌場のうちの１つで，面積は約12haあ

る．夏季は牧草地として利用され，冬季には環境庁のタンチョウ保護増殖事業の一環とし

て給餌が行なわれており（富岡・伊藤1990)，多い時には230羽程度のタンチョウが集ま

る．

２．調査個体

調査対象としたタンチョウは，1988年７月11日に根室半島東部において，タンチョウ基

本調査グループが足環標識した個体で，標識番号はＴ－Ｏ２（タンチョウ基本調査グループ

1988)，生後４年９～１０か月（満３年）の成鳥である（以下，Ｔ－０２とする)．Ｔ－０２は１９８８
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年から毎年鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリと下雪裡給餌場で越冬が確認されている

が，その期間中に鳴きあいや交尾は観察されていない．

３．調査方法

調査は，鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ内の給餌場で1992年２月19日から同年３

月29日まで，のべ39日間行ない，タンチョウが給餌場へ集まりはじめる９：００から，すべ

てのタンチョウがねぐらへ戻る１８：００ころまで毎日観察を続けた．

観察には８倍の双眼鏡と20～45倍の望遠鏡を使用した．繁殖年齢へ近づくにつれてタン

チョウ相互の個体認識が明確になり，つがい関係は親密度を増すと考えられているので

(正富1970)，給餌場での飛来・飛去時におけるＴ－０２の同伴個体や，給餌場に滞在中の

T-02の近くにいた個体に注目し，終始行動をともにしている個体がいるかどうかを調べ

た．その際，給餌場へ飛来する成鳥にはＴ－Ｏ２のほかに足環標識された個体がないので，

個体識別をするために，個体の形態的特徴を観察するように努めた．

４．調査項目

調査の着目点は，以下に述べる５項目である．

１）飛来・飛去時の同伴個体数

Ｔ－０２が給餌場へ飛来する時と飛去する時に，何羽で行動したかをそのつど記録した．

したがってここでは，同伴個体数とはＴ－０２自身を含む数である．観察期間は，観察を開

始した２月19日からT-02が給餌場へ今季最後に現れた３月18日までである．給餌場から

の最終飛去（ねぐら入り）は10数羽から数10羽がいっせいに飛び立つので，その時の同伴

個体数は観察対象数値とはしなかった．

２）特定個体との距離

Ｔ－Ｏ２と特定個体が給餌場へ飛来してから飛去するまで，両個体間の距離を１０分ごとに

目測で記録した．ここでいう特定個体（以下，Ａ個体とする）とは，Ｔ－０２の移動時や給

餌場の滞在時にＴ－０２に同行する（つれそう）という行動上の特徴，およびａ；左頬の黒

色の模様（図１），ｂ；右翼の次列風切における翼をたたんだ状態で白く目立つ１枚の羽

軸（図２)，ｃ；背の黒い模様，という３点の形態上の特徴によって他個体から判別した．

Ｔ－０２とＡ個体間との距離は目測で記録したが，１０ｍを越えた場合にＴ－０２とＡ個体の２

個体を同時に観察するのが困難なため，すべて１５ｍとした．ただし，筆者らがＡ個体を行

動上および形態上明確に判別できるようになったのは，調査開始の２月19日から４日たっ

た２月23日以降である．したがって，２月20～22日はＴ－０２に同行している個体がＡ個体

であったかどうかは不明である．

３）鳴きあい

鳴きあい（mutualcalling）とは，一般に雄が先導しその１声に雌が２～３声をただち

に続け，これを１「節」として，多い時は連続数10節くり返す雌雄連続型さえずりのこと

であり，おそらくつがいの形成・維持，繁殖周期，なわばり防衛，社会的優劣などの多重

機能をもっと思われている（正富1983)．しかし，つがい形成と鳴きあいのはじまりとの

関係は，まだ不明である（正富1970,1983)．観察期間中にＴ－０２が鳴きあいを行なった

時刻と節数を記録したほか，T-02の性が不明なので，鳴きあいをした際に性別を判定し

ようと試みた．



図1．タンチョウ標識個体巡Ｔ－０２〃い）（左)，および未標識個体､､Ａ〃（早）（右）（左頬の模様に

特徴がある)．1992年３月12F1，富岡辰先撮影．

Fig.１．TheinvestigatedpairofCFusノapo7zG7zsZs：bandedmale“Ｔ‐０２，’（left)．and

unbandedfemale“Ａ”（right),characterizedbyapatLernonLheleftcheek､ＰｈｏｔｏｂｙＴ・

Ｔｏｍｉｏｋａ，l2Mar、1992.
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図２．、､Ａ〃（早）（中央)．右翼の次列風切の１枚の羽軸が白く目迩つ．左にいＴ－０２″が見える．

1992年３月12日，富岡辰先撮影．

Fig.２．Ｔｈｅｆｅｍａｌｅ“Ａ”（middle)，characlerizedbyanoutsLandingwhiterhachisona

righL-wingsecondary､Ｔｈｅｍａｌｅ“Ｔ-02''ｉｓａｌｓｏｓｅｅｎｉｎｔｈｅｒｉｇｈＬ､ＰｈｏｔｏｂｙＴ・Ｔｏｍｉｏｋａ！
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４）単位時間あたりのダンス発現割合

Ｔ－０２がダンスを行なった時刻と継続時間を調べた．ダンスには遊びの要業を含むもの



のの
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ここ

や，配偶個体でない相手に対して行なうこともあるので（正富1970)，Ｔ－０２のダンスを

すべて求愛行動であるとみなすことはできないが，Ａ個体と向きあい，両個体が前かがみ，

伸び上がり，飛び跳ね，拾いあげ，放りなげ，旋回，踏みつけ，追いかけっこなど独特の

行動（正富1983）を行なった場合のみ，これらをダンスとして記録した．

５）その他の行動

すでにつがい関係にある成鳥では，鳴きあいやダンスのほかに「先導一追従」などの

行動が認められるので（正富1970)，これらの行動や配偶行動のほか，つれあい行動につ

いても観察し，その内容と時刻を記録した．

結果および考察

１．飛来・飛去時の同伴個体数

Ｔ－０２が給餌場へ飛来する時，または給餌場から飛去する時に何羽で移動するかをまと

めた結果を図３に示した．T-O2は１日に飛来・飛去をあわせた移動を，多い日で３回，

少ない日で１回，１日平均2.15回行なった．２月19日にT-02は飛来時，飛去時共に１羽

であったが，翌20日の第１回飛去から３月１８日まではすべて２羽以上で移動した．飛来時

の同伴個体数は３月２日の16羽が最大であり，平均すると2.8羽で，２月下旬は１～７羽，
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図３．調査日ごとの、､Ｔ－Ｏ２″の飛来・飛去時の同伴個体数（帆Ｔ－０２″を含む)．ドットは各移動に

おける個体数の平均，縦棒はその値の範囲．

Fig.３．Thenumberofindividualsthatmoveｄｗｉｔｈ“Ｔ-02'，（"Ｔ-02”inclusive),oneachday．

Ｓolidcirclesrepresentmeannumbersofmovingindividualswithranges．



６

３月上旬では２～16羽，３月中旬では２～６羽とばらつきがみられた．３月10日以降は２

羽での移動が多く，特に３月１５日以降は２羽のみで終始行動していた．これらのことだけ

から，T-02がっがいを形成したと考えるならば，つがい形成期は３月１０日～15日ころと

思われる．

２．Ｔ－０２とＡ個体間との距離変化

Ｔ－Ｏ２とＡ個体が給餌場へ飛来してから飛去するまでの両個体間の距離を，図４に示し

た．２月20日から３月18日までの１日の平均距離は2.5～13.8ｍを示したが，２月下旬の平

均は9.3ｍ，３月上旬は7.0ｍ，３月下旬には3.6ｍとなっていておおむね減少傾向にあり，

特に３月13日から１８日にかけては１日の平均距離は2.5～3.6ｍとごく短くなり，かつ変動

の幅も小さくなった．距離変化から見ると，つがい形成は３月13日前後と考えられ，この

ことは，１．Ｔ－０２の飛来・飛去時の同伴個体数の結果と一致する．

３．鳴きあい

T-02とＡ個体が鳴きあいをした日付と，その節数を図５に示した．観察を開始してか

ら３月６日まで鳴きあいは一切観察されなかったが，３月７日に給餌場内において１回

(4節）鳴きあいがみられた（図６)．その際に，T-02が先に１声をあげ，Ａ個体が続け

て２声鳴いたことから，Ｔ－０２は雄，Ａ個体は雌と判明した．その後，３月９日に１回（１０

節)，３月13日に１回（15節）鳴きあいが観察された．観察期間中に確認したＴ－０２の鳴
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Fig.４．Thedistancebetweentheinvestigatedpairingindividuals（"Ｔ-02”ａｎｄ“Ａ"）ｏｎ
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Fig.５．ThenumbersofphrasesinthemutualcallingoftheinvesLigatedpair（"Ｔ-02”ａｎｄ
“Ａ")．

図６．、､Ｔ-02'′と、Ａ″の間で妓初に観察された鴫き合い．1992年３月７１]，林11I恒夫撮影．

Fig.６．ThefirstmutualcallingobservedbeLweentheinvesLigatedpair（‘‘Ｔ-02''ａｎｄ“Ａ''）
ＰｈｏＬｏｂｙＨａｙａｓｈｉｄａ，７Mar、1992.
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きあいの回数は，合計３回ではあったが，１回毎の節数の変化（図５）を見ると，これが

増加していることがわかる．つがいを形成していく過程において，鳴きあいという行動は，

雌雄間の結びつきをより明確にしていくはたらきがあるようである．

Ｔ－０２とＡ個体が鳴きあいをした日が３月７日，９日，１３日であること，および飛来・

飛去時の同伴個体数の結果（図５）および両個体の距離の変化（図４）から考えると，鳴

きあいによって雌雄間の結びつきが徐々に強まり，つがいとして繁殖のために群れから独

立する，という過程が考えられる．

４．単位時間あたりのダンス発現割合

Ｔ－Ｏ２がダンスを行なったとき，その継続時間の合計を，Ｔ－０２が給餌場に滞在した時

間で割った値を単位時間あたりのダンス発現割合とし，その変化を図７に示した．図７か

らダンス発見割合が最も高かった日は２月23日の5.0％，ついで３月７日の4.2％であった．

またダンスを行なわない日が観察期間中，１１日あった．ダンス発現割合に特にめだった季

節的変化はみられず，ダンスとっがい形成との直接的な結びつきは，今回の観察では認め

られなかった．

５．その他の行動

３月９日の鳴きあいの６分後に，Ａ個体がＴ－０２に対し交尾関連行動とみられるくちば

しあげ（bill-raising）と開翼（wing-spreading）（正富1983）を行なったのが観察され
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図７．給餌場における両個体の滞在時間に対し，帆Ｔ-02"といＡ"でダンスを行なった時間の割合．

Fig.７．Theratioofthedurationindancingoftheinvestigatedpair（"Ｔ-02”ａｎｄ“Ａ"）to

thetotaldurationoftheirstayatthefeedingstation．
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た．この時Ｔ-02は採食をしており，Ａ個体の行動に関心を示さなかった．それ以降はこ

の種の行動は観察されず，交尾も観察期間を通じてみられなかった．

Ｔ－０２のＡ個体への執着については，いくつかの例がみられた．３月８日，Ａ個体のみ

がまず飛び立ち，採食をしていたＴ－０２がその３秒後に同方向へこれにならって飛び立つ

という行動がみられた．また，２月23日から３月18日までの間に，Ｔ－０２とＡ個体の飛来

と飛去を合計１０３回記録し，両者のどちらが先に着地および飛び立ったかを確認したのは

41回であった．そのうちＴ－０２が先導したのは29回（70.7％）であった．新しく形成され

たこのつがいでは，両者が行動を終始ともにし，雄が先導し雌が追従するというパターン

が多かった．

これらのことから，Ｔ－０２のつがい形成の過程を以下にまとめる．Ｔ－０２は１羽もしく

は数羽で移動しながら徐々にＡ個体と移動をともにするようになった．この時期までにお

互いの個体認識が明確になったとおもわれる．その時同伴個体数（T-O2を含む）は２羽

以上で，２羽のみという例は少なかった．また両個体間の距離は日を追うごとに減少して

いった．鳴きあいを行なうと両個体間の距離が著しく短くなったこと，飛来・飛去時の同

伴個体数が２羽のみの場合が多くなったこと，鳴きあいの節数が毎回増加したことなどか

ら，鳴きあいは雌雄間の結びつきに深く関与するとおもわれる．今回の観察では交尾は確

認されなかったが，雌雄間の結びつきが強まってくると交尾行動が行なわれ，群れから独

立し繁殖地への移動を行なうと考えられる．

Ｔ－０２は３月19日以降給餌場には現れなくなり，行方不明となった．しかしその後，育

雛は成功しなかったものの根室海峡の野付半島竜神岬において営巣が確認された（正富宏

之私信，タンチョウ基本調査グループ1992)．

筆者らは今回，Ｔ－０２とっがいを形成したと思われるＡ個体を行動上並びに形態上から

識別したが，これが換羽後も形態上識別可能かどうかは不明である．
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要約

北海道鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリにおいて1992年２月19日から同年３月29日まで，足環

標識成鳥個体Ｔ－Ｏ２と未標識個体（Ａ個体）とのつがい形成の過程について調査し以下の結果を得た．

１．T-O2は３月10日からは２羽で飛来・飛去することが多く，特に３月15日以降は終始２羽のみで

移動した．
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2．T-O2とＡ個体間の１日の平均距離はしだいに縮少し，３月13日から最終確認の３月18日にかけ

ては，2.5～3.6ｍと著しく低い値となった．

3．Ｔ－０２の性はＡ個体との鳴きあいから，雄と判明した．

4．T-O2のつがい形成は，飛来・飛去時の同伴個体数の変化，Ａ個体間との１日の平均距離の減少､

鳴きあいの時期などから，３月13日前後と考えられた．

５．３月９日にＡ個体がＴ－０２に対して配偶行動の一部であるくちばしあげと開翼を行なった．
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Pairformationbyamaleindividual（T-02）oftheRed-crownedCrane，

Gmsﾉapo"e〃sjs,atTsurui-ItoTanchoSanctuaryineasternHokkaido,Japan．

RiekoWakilandTatsuyukiTomioka2

WestudiedtheprocessofpairformationbyabandedmaleRed-crownedCrane（"Ｔ-02"）

withanunbandedfemale，“Ａ”，atTsurui-ItoTanchoSanctuaryineasternHokkaido，

Japan，ｆｒｏｍｌ９Ｆｅｂ、ｔｏ２９Ｍａｒ，1992,andobtainedthefollowingresults：

1．Ｔｈｅindividual“Ｔ-02”ｏｆｔｅｎｍｏｖｅｄｔｏａｎｄｆｒｏｍｔｈｅｓｔｕｄｙｓｉｔｅｉｎｐａｉｒａｆｔｅｒｌＯＭａｒ.，and

didsoexclusivelyafterl5Mar、

2.Thedistancebetweentheinvestigatedcouple（"Ｔ-02”ａｎｄ“Ａ"）tendedtodecrease，ａｎｄ

ｏｎｔｈｅｆｉｎａｌ６ｄａｙｓｏｆｔｈｅｓｔｕdyperiodtheyremainedlessthan4mapart、

3.Ｔｈｅindividual“Ｔ-02”exhibitedmutualcallingwith“Ａ”ｔｏｒｅｖｅａｌｈｉｓｓｅｘ，

4．Ｏｎ９Ｍａｒ．“Ａ”exhibitedbill-raisingandwing-spreadingtoward“Ｔ-02,,.

5．Thepairformationoftheinvestigatedcouplewasthoughttooccuronl3Mar・ｄｕｅｔｏｔｈｅ

ｃｈａｎｇｅｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｉｎｄividualsfoundmthesameflockwith“Ｔ-02”，ａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅ

ｄｅｃｒｅａｓｅｏｆｔｈｅｄｉｓｔａｎcebetweenthepairingindividuals，ａｎｄｔｈｅｄａｔｅｓｏｆｔｈｅｍｕｔｕａｌ
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calling、

1．DepartmentofForestry，CollegeofAgricultureandVeterinaryMedicine，Nihon

University・Ｓｈｉｍｏｕｍａ３－３４－１,Setagaya-ku,Tokyo154

2.Tsurui-ItoTanchoSanctuary・Nakasetsuriminami,Tsurui-mura,Akan-gun,Hokkaido

0８５－１２


